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アオコ除去にプラズマ活用　熊大・秋山教授ら 2013年08月22日

アオコ除去装置の性能を説明する熊本大の秋山秀典教授
＝２１日、氷川ダム湖

アオコが覆った黄緑色の水面（右）と、装置で除去されて濁
りの薄らいだ水面（左）

　ダム湖などの水面に発生するアオコを

電気の力を使って取り除く初めての装置

を、熊本大パルスパワー科学研究所所長

の秋山秀典教授（６２）らのグループが開

発、八代市の氷川ダムで２１日公開した。

アオコは世界中の湖などで水質汚染の原

因となっているとされ、装置の製品化と普

及が期待されている。

　本体は直径２・２メートルの正八角形の

装置で、水面に浮かべて使う。太陽光パ

ネルを動力源に、水中でプラズマという強

い力を発生させ、アオコを構成する藻類

の気胞［きほう］（浮き）を破壊する。この

結果、藻類は沈み光合成ができなくなっ

て増殖せず、バクテリアなどに食べられる

という。

　氷川ダムでは、６メートル四方に仕切った水面で公開実験した。これまでの実証では、約１５分

の稼働でアオコによる水の濁りが５分の１程度になることが確認されている。

　アオコは日射を遮り、水中植物の成長を阻害。水質悪化をもたらすとされる。秋山教授による

と、藻類の一種は細胞膜が破壊されると有害な毒素を放出するが、装置を使うと気胞のみを壊す

ため、その恐れもないという。

　装置は、秋山教授らが設立したベンチャー企業「融合技術開発センター」と、八代市の「末松電

子製作所」が１０年前から開発に着手。今年４月までに現在の性能を確認した。

　今後はさらに耐久性などを確認して商品化。国内外のダム湖などで利用してもらう計画だ。秋

山教授は「既にアオコに悩まされるダム湖を抱える内外の関係者から問い合わせがある。来年

夏までに商品化を目指す」としている。（隅川俊彦）

■アオコ　微細な藻類が大量発生し、ダムや湖などの水面を緑色に覆う現象。太陽光を遮ること

で生態系に悪影響があり、水質汚染などの原因になる。漁業や観光にも打撃を与える。原因とな

る藻類の一種は有害な毒を持ち、汚染された水を飲んだ家畜が米国などで大量死した例もある

という。 
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